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会長インフォメーション
PRESIDENT INFORMATION

会長：津野 友邦

事務所：〒540-0001　大阪市中央区城見2丁目2番22号
　　　　ホテルモントレ　ラ・スール大阪
電話：06-6937-8171 ファックス：06-6937-8011
例会日：毎週火曜日　12時30分／例会場：ホテルモントレ ラ・スール大阪
会長：津野友邦／幹事：稲垣良二／SAA：須田幸史朗
電子メール：rcosatrm@cf.mbn.or.jp
ホームページ：https://rc-osaka-tsurumi.jp/

大阪鶴見ロータリークラブテーマ 「 クラブ存続のための会員増強～次の10年に向けて～」

（2ページに続く）

経済と地域社会の発展月間/米山月間

先々週は、例会を欠席し、大変申し訳ありませんで
した。私が代表を務めています監査法人に、日本公
認会計士協会から3名の公認会計士が、私共の業務
品質が適正か否か等のチェックをしに来られその対
応でやむを得ず欠席することになりました。公認会
計士の監査業務の質を高め、監査の社会的信頼性
を向上させるための品質管理レビューという制度の
一環ですので、業界としては重要な制度という理解
はあるものの、やはりチェックを受ける立場というの
はそれなりに気疲れしました。おかげさまで、特に大
きな指摘なく5日間を終えることができました。
先週は休会の週でしたが、子供のころから可愛
がってもらっていた親戚の方がお亡くなりになるとい
う心に残る出来事がありました。お葬式では子供の
頃に話したことや、その方が趣味にしていた写真の話
を楽しそうにしていたことなど、いろいろな思い出が

頭に浮かび、とても寂しく悲しい気持ちになりまし
た。私の娘は年に１度お会いしていた程度のお付
き合いしかなく、また、試験があるのでお葬式には
出れないと言っていましたが、学校を休ませて出席
させることにしました。出席させて本当に良かった
と感じました。それは彼女が「人間は本当に死ぬの
だと初めて実感した」と言って泣いていたからです。
よく考えれば、お葬式に出席する等で遺体を見た
のは初めてだったようです。昔は近所の人のお葬式
に出席したり、親戚付き合いも多くお葬式の機会
は多かったですが、地域社会の在り方が変わり、ま
た、核家族化が進んだことで、死と対峙する機会
が激減しているのだと気付きました。死は決してネ
ガティブなものではなく、抗うことのできない自然
の摂理であり、向き合うべきことなんだと伝えまし
た。と、伝えたものの、向き合うっていったい何な
の？私自身も向き合って考えているとはとてもじゃ
ないけど言えないぞと思いました。どう生きるかし
か考えていないようです。これから一緒に考えよ

われらがロータリー 少年時代
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担当：源会員

日本の福祉について（仮） イニシエーションスピーチ
講師：

担当：赤井会員

11月8日（火）

イマジンロータリー



担当：濃添会員

先日のカイツブリ会、ライバルが皆さ
んお休みだったので優勝してしまい
ました。稲垣さんありがとう。覚野さ
ん、おいしいパン差入れありがとう。

吉 羽 会 員 カイツブリ会　稲垣幹事ありがとうご
ざいました！覚野さんのおもてなしの
パンもおいしかったです！

津 野 会 員 前回欠席申し訳ございませんでした。

田中(信)会員

￥0-　　　　累計　￥46000.-

10月4日【1766回】

会員数　 　 　 　 2 8 名
（内出席規定免除  11名）

出席会員   16名中  11名

出席免除会員  11名中  4名

休止会員　　　   1名 

出 席 率 15/20  75.00%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 15名

前々回  9/27 Ｍ/Ｕ1名

修正出席率 15/18 182.61%

代読：須田会員

卓 話

１ 米山月間にちなんで

１０月は、「米山月間」つまり「米山記念奨学会」
についての理解を深めていただく月間です。「米山
記念奨学会」とは、主にアジアから日本への留学生
に対する奨学金事業を行う団体ですが、本日、お手
許に配布されている「ロータリー米山記念奨学事業
豆辞典」という冊子に詳しく紹介されています。
最初の奨学生は、１９５４年に来日したタイから
の留学生だったようですが（豆辞典１頁）、まだ日本
もアジアも今よりはるかに貧しい時代だったわけ
で、この事業の先見性に感心するばかりです。豆辞
典でさらに理解を深めていただければ幸いです。

２ 寄付のお願い

米山記念奨学会の事業と意義にご理解いただい
たところで、本年も、地区からの要請に基づき、皆様
には、お一人２万５０００円の特別寄付をお願い
しなければなりません。お手許の寄付袋によって米
山奨学会へのご寄付をいただきますよう、どうか宜
しくお願い致します。
　「米山功労者」などの寄付に対する表彰制度に
ついては、豆辞典の２１頁に紹介があります。また、
寄付額は、税制上の優遇措置が受けられます（豆辞
典の２２～２３頁）。

３米山奨学生の受け入れについて

米山奨学金の特徴は、単に「経済的援助を行う」
と言うだけではなく、ロータリー・クラブが「世話クラ
ブ」となり、世話クラブの会員が「カウンセラー」と
なって、奨学生である留学生とロータリー・クラブが
交流を深めるという制度になっていることです。
これにより、留学生とロータリー・クラブ及びロー
タリアンとの交流が深まり、国際交流にも大いに役
立っていると思います。米山奨学生経験者（米山学
友）が中心となって発足したロータリー・クラブも複
数あるほか、ロータリアンやさらにはガバナーに
なった米山学友もいるようで（豆辞典１２頁）、米山
奨学会のロータリーへの貢献度は、なみなみならぬ
ものがあると思います。
当クラブでも、これまで、１３名の米山奨学生を
受け入れてきました（「アッセンブリ報告書」２７
頁）。２０１７年以降は、奨学生の受け入れをして
いないので、近年は、会員と留学生の交流という記
憶も薄れてきましたが、国際交流という観点からも、
米山奨学生の受入れは意義のある事業だと思いま
す。

担当：清水会員

米山奨学金について



（１ページより）

P.4～5

【10月号　横組記事より】

【10月号　縦組記事より】

【RI会長メッセージ(RI指定記事)】
“ポリオに光を当てる” 世界ポリオデーを迎
える今月、二つの実績について着目します。
一つは、初めて世界的な規模でポリオ根絶
活動に着手し、30年以上にわたり主導して
きたこと。そして、この壮大な目標を実現可
能にするパートナーシップを形成してきた
ことです。このウイルスを根絶する必要があ
ると決意を新たにしましょう。

P.7～13 【特集　米山月間＆ロータリー学友参加推進週間】
「共に生きる世界への伝言」10月は米山月間で
す。10月7日を含む月曜から日曜までの１週間
はロータリー学友参加推進週間です。

P.4～8 【SPEECH】
2021年11月7日 RID2530地区大会記念講演要旨
つづく㈱井領　明広氏
「デジタル時代の企業改革が会社と地域を変
える」デジタルの力で地方経済に面白い風が
吹いてほしいと考えながら、活動しています。小
さい会社の御用聞きと言いましょうか、いわば
「会社のかかりつけ医」として企業のデジタル
化を支援しています。

P.9～12  【この人を訪ねて】
足利東RCの池上 知恵子 会員を訪ねて
ハンディ超え「最高の一本」を自然と共にあ
る山のワイナリー「ぶどうがなりたいワイン
を造る」をモットーに最高の一本を造る

P.37 【今月の表紙】
今年度は多彩な障害者アートをお届けします。
「こころのコーヒーミルくん」
ぐるぐる　ぐるぐる　回します。
いやなことを削ります。
こわい夢を削ります。

10/11は連休明けにも関わらず、カイツブリ会参
加頂いた皆さま、お疲れさまでした。こじんまりと楽し
いゴルフとなりました。
鶴見区民まつりでの売上・募金について、大阪
TSURUMIこどもホスピスへ寄附いたします。日程調
整中ですが、同行希望される方は事務局までお知ら
せ下さい。
皆さまに採点頂いた“日本語作文コンクール”につ
いては、10/25に表彰式の予定です。
12月に開催される地区大会について、出欠の連絡
を事務局の方へお願いします。

う！と言い方を変えました。悲しい日でしたが、娘に
とっては死を目の当たりにし、頭で分かってはいるけ
ど実感する機会となった大事な日となったと思いま
す。おじさん、ありがとう！

日本語作文コンクールに際し、会員の皆さんに審
査をお願い致しました。初めての試みで全会員の方
に審査に参加して頂きました。大変な作業をお願い
致ましたが、皆さんのご協力のお陰で無事に審査が
終了致しました。10月25日（火）大阪日本語教育セ
ンターにおきまして例会終了後の１６時より表彰式
を実施いたします。16時に日本語教育センターでお
待ちしております。どうぞご参加ください。

先日（10月4日）の委員会にて次の2点について決
定をいたしました。

1.大RDの日程を、2024年3月23日（土）か、4月13日
（土）のいずれかを候補として、地区に申し出る。
2.組織構成案（各委員会の委員長候補）を策定した
ので、本人承諾、理事会承認を経て決定する予定
とする。

稲 垣 会 員 カイツブリ会
ブービーメーカーにもかかわらず高
額賞金当たりました。ありがとうござ
います。

￥19,000.-　　累計　￥227,000.-

「ロータリーの友」 10月号記事紹介
広報・IT・会報・雑誌委員会報告

委員長　源　壽美子

幹事報告 幹事：稲垣 良二

国際交流基金運営委員会報告 委員長　中村　浩一　

IM3組RD準備委員会報告 委員長　山崎　修一




